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1 本報告書に記載されている標高イーkTPを基準としている。

2 図中の北は磁北であり、調査位置図・遺跡位置図は座標北である。

3 本書の遺構番号は各地区名の後二桁で表示した。1遺構 。自然流路・自然痕跡に関わらず、調査し

たものに関しては通し番号を与え、報告書でもこれを踏襲した。

4 遺物実測図は土器1/4、 本器・石器1/6と した。

5 土師質の土器、石器は白ヌキ、須恵器・陶器類は黒ヌキ、木器は木日を模式的に記入した。

6 土色・遺物の色調について土色帳記載のあるものは農林水産省農林水産技術会議事務局監修200o

年度版『新版標準土色∞ に拠った。
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第 1章 調査に至る経緯

松江市都市建設部土木課では、市道春 日東生馬線道路の拡幅工事を行うことになった。周知の遺跡

である法吉遺跡の範囲内もこの工事予定地が含まれていたため、松江市教育委員会文化財課では松江

市都市建設部土木課との協議に基づき、平成12年度・13年度に現地調査を、14年度に報告書作成事業

を実施することになった。

これに基づいて財団法人 松江市教育文化振興事業団が松江市教育委員会より事業委託を受け、平

成12年 11月 ～13年 3月 (12年度)、 13年 9月 ～14年 1月 (13年度)に現地調査を、平成14年 11月 ～15

年 3月 (14年度)に遺物整理、及び報告書作成を実施 した。

調査にあたっては松江市教育委員会文化財課、同者卜市建設部土木課、(財)松江市教育文化振興事

業団埋蔵文化財課が協議 した結果、次の基本方法で調査を行うことになった。各調査区の掘削法面を

約40° に設定 し掘削を行うが、包含層までは重機で、以下は人力で掘削 し、2.5m以下は調査を行わ

ない。これは遺跡地内の地盤が極めて軟弱であり、調査上での安全を確保する必要上から決定したも

のである。

また、付近住民の便宜 (通道確保)及び廃土処理のため調査地内をアルファベット名で区切った幾

つかの地点毎に調査を実施することとし、12年度にはA、 B、 C、 F、 G、 Hl、 H2区 を、13年度には

I、 J区の調査を実施 した。

D、 E区及び一部の住宅地密集地については住民の安全確保、及び付近調査の結果から調査を行わ

ないことになった。

第 2章 位置と環境

調査地が含まれる法吉遺跡 (1)は島根県松江市法吉町、及び春 日町に位置する。南側には松江市

街地を形成する平野部があり、北に向かって白鹿山まで達する湖北山地に接する立地である。微地形

的には西側山裾部から緩斜面で下がる谷部に位置 している。松江平野は縄文海進後に形成 された沖積

平野であるが、調査によっても締まりの緩い軟弱なシル ト、及び砂層が堆積しており、谷奥部からの

沖積作用によって形成 された地形であることが分かる。

周辺では北側の湖北山地側に遺跡が多く、古いものでは後期旧石器が採集された白鹿谷遺跡 (23)

があり、田中谷遺跡 (8)では弥生時代後期の遺物を含む旧河道が検出された。周辺の古墳は極めて

多く、月廻古墳 (9)、 伝宇牟比売命御陵古墳 (9)、 塚山古墳 (4)な どが知られている。歴史時代

においては久米遺跡 (31)で掘立柱建物跡が検出されている。塚山古墳は平成11～ 12年 に調査され、六

神頭鏡、鉄刀、三角板鋲留短甲などが検出された。また、同古墳は公園の一部として保存整備されている。

F出雲国風土記』によれば「手弐費党努衛 、懸善鷲と抱りて飛び雙り、昆鬼に静まり星しき。餃、

法吉と云ふ。」(萩原千鶴訳注 1999)と いう地名説話を載せているが、この由来となった鷺谷遺跡

(6)は遺跡地の北東にあり、現在調査地すぐ傍にある法吉神社の旧社地である。
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No 遺  跡  名 Nα 還  跡  名 No 遺  跡  名 No 遺  跡  名
1 法吉遺跡 山根古墳藩 久米横穴墓群 菅田ヶ丘古墳群
2 田中谷遺跡 長谷歳徳神古墳 中代遺跡 宮田古墳群
3 下がり松遺跡 棗谷荒神古墳 栗元古墳 小丸山古墳
4 塚山古墳 岡田薬師古墳 栗元横穴墓 菅田丘古墳
5 角谷遺跡 二反田古墳 折廻古墳群 薬師山古増

6 鶯谷遺跡 自鹿谷遺跡 煙硝倉吉墳 名尾丘古墳
7 新宮古墳 松ヶ峠古墳 法吉小学校裏山横穴墓群 薦津殿山城跡
8 田中谷古墳 藤 ヶ谷 遺 朋 摩利支天山横穴墓群 平野前廃寺
9 月廻古墳群 ゴルフ場内古墳群 赤山横床墓群 法恩寺瓦窯跡

久米古墳群 ゴルフ場内横床墓群 ひのさん山横穴墓群 桜本古墳
ユ 伝宇牟加比売命御陵古墳 水酌崎横穴墓群 桜崎横京墓 桜本古墳群
2 春 日遺跡 ひゃくだ横穴墓 切通横穴墓 山王古墳
3 吉岡兵之助宅前古墳 久米第 2横穴墓群 赤崎横穴墓 山玉神社跡
4 自鹿山城砦群 久米遺跡 松江城址 井原古墳
5 長谷窯跡推定地 唐梅古墳群 小丸山古J_E かいつき山古墳群
6 ココメダカ山遺跡 石在経塚 荒隅城跡 万寿寺裏山古墳
7 山模経塚群 比津が崎横穴業群 深町古墳群 茶町古墳

図 1 遺跡位置図
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第 3章 調査の成果

1 調査の方法

法吉遺跡は松江市法吉町及び春 日町に位置する。調査対象地は市道春 日東生馬線の道路拡張部分で

ある。調査にあたっては松江市教育委員会文化財課、同都市建設部土木課、 (財)松江市教育文化振

興事業団埋蔵文化財課が協議 した結果、次の基本方法で調査を行 うことになった。

各調査区の法面を約40° に設定 し掘削を行うが、包合層までは重機で、以下は人力で掘削 し、2.5

m以下は調査を行わない。これは遺跡地内の地盤が極めて軟弱であり、調査上での安全を確保する必

要上から決定したものである。

また、付近住民の通り道確保、及び廃土処理場確保のためアルファベット名で区切った幾つかの地

点毎に調査を実施することとし、12年度にはA、 B、 C、 F、 G、 Hl、 H2区を、13年度にはI、 J区の

調査を実施 した。調査対象面積は12年度 (880ポ )と 13年度 (438だ )の合計、1318√ である。

D、 E区及び一部の住宅地密集地については住民の安全確保、及び付近調査の結果から調査を行わ

ないことになった。

2 基本層序

調査地点の基本層序は以下の通 りである。調査地A～C、 F区は感土、及び旧耕土がGL-2mま で

続き、その下から砂層、砂礫層が0.5～ lmほど続 く①その間に層厚約0.4mの有機質を多量に合んだ

黒色砂層があり、同層より多量の木片、草葉、堅果類の自然遺体が検出された。砂層の下には黒色・

白色の粘土層が厚 く堆積 していた (GL-2.5m以 下)。 この黒色粘土層から縄文土器 1点が出上 して

おり、地山の検出は出来なかった。しかし、安全を考慮 した調査の者卜合上、この黒色粘土層をB層 と

称 し、仮の地山として調査を終了した。

G、 H区では有機質を多量に合んだ黒色砂層は見られず、盛土・旧耕土も浅くなり、砂層の雄積も

未発達である。また、G,H区ではB層 も層厚0.5mと 比較的薄いため、調査終了に際してはB層 も掘り

下げ、地山の検出に努めた。その結果、黒色粘土層の下から、茶褐色の砂質シル ト (GL-2.2m。 標

高3.8m)が認められた。調査地付近で行われたボーリング結果を参照にすると、これら砂質シル ト

層が当該地の地山層 (松江層)に相当すると考えられる。

これに対し、未調査地区をはさんだI、 J区では盛土・旧耕土の下の暗灰色系のシル ト (含有機質)

から数点の遺物が検出された。

GL-1.5～ 2.5mで は黒色有機質層や灰色粘土層が堆積する。この包含層では木製品の残存が良好

で出土土器も縄文～9世紀前後と幅が広い。GL-2.5m以下は灰色 。オレンジ色砂層の堆積が認めら

れた。出土遺物はない。砂層の薄い部分では部分的にオレンジ色シル トの地山層を確認したが (GL―

3m以下)、 安全面を考慮して全面にわたる地山検出は行わなかった。

-4-



図 3 A区平・断面図

3 A区 (第 3、 4図 写真図版 1、 7)

A区の範囲は7m× 12mであり、調査範囲内では最北地点に位置する。土層の堆積状況は以下のよ

うなものである。標高5。 5m～4.Omま では表土・盛土及び旧耕上が水平堆積する。次いで0,5mほ ど

の層厚を測る明緑灰の強粘土層が同じく水平堆積し、それより以下は旧河道状の砂層・砂礫層が続 く。

この砂礫層は灰・緑灰、灰白などの砂礫層に自然木などの有機質が混 じるもので、砂と有機質の互層

からなり、自然木 (流木)や木片、 ドングリなどの自然遺体が多く検出された。砂層の下は黒色粘土

6m
A

＼
① /

＼ ③

層 (B層)が調査区全域に認められた。

調査は砂層まで重機掘削し、砂層を人力掘削でB層 まで掘 り下げた。

の、厳密な分層は極めて困難であった。B層以下は基本方針に従って

掘削を中止 した。

調査の結果、明確な遺構は認められず、遺物は砂層内より黒曜石の

剥片1点 (1)が出土した他は遺物の出土は無かった。

(1)は一部に自然面を残す黒曜石の剥片で、長さ4.8cm、 幅3,4cm、

厚さ1,lcmを 測る。細部にわずかだが小さな剥離面が見られる。

① 10YR6/6明 黄褐砂利・盛土
② N3/暗 灰 暗灰バラス・盛土
③ 10YR5/2灰 黄褐シルト
④ 75GY7/1明 緑灰強粘土
⑤ 10Y6/1灰 細砂
⑤ 75GYG/1緑 灰シルト
⑦ 10Y R4/3シルトぐ有機質含む)

③ 10YR3/2黒 褐色有機質～シルト
◎ 75Y6/1灰粗砂利
⑩ 75GY5/1緑 灰組砂
① 75GY4/1暗 緑灰粗砂
② 75Y8/1灰白砂利
0 75Y2/1
① 25Y6/8明 黄褐粗砂

0                            5m

砂層は上から掘 り下げたもの

◆

図4 A区出土遺物

o                       10cm

4 B区 (図 5、 6、

図版 1、 7)

B区は7m× 32.5mの調査範囲を

沢Iり 、A区の南隣、C区の北隣に位

置する。

土層の堆積状況は以下のようなも

局 Ⅷ 3 常  雅 4

-5-

図5 B区 出上遺物
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表・盛上、撹乱、木材多量に含む
10YR6/6明黄褐盛土
10YR6/4にぶい黄褐シル ト
25Y3/2黒 褐粘質土、旧耕土
75Y6/2灰 オリープシル ト
25Y5/1黒 褐砂質土 (有機質含む)

5Y6/2灰 オリーブ砂
75Y5/1灰 ～5/2灰 オリープシル ト (粘土ブロック、砂含む)

75Y5/2灰 オリープ砂質土
5Y3/1オ リープ黒ンル ト
75Y5/2灰 オリーブ粘土
10YR2/1黒色有機質
10Y R4/1褐灰細砂
10YR6/8明黄褐砂利
10YR7/6明黄褐
7 5YR5/1褐灰細砂木片多
10Y R6/6明黄褐砂ブロック
10YR4/1褐灰細砂
10YR7/6明黄褐細砂
5Y4/1砂 砂礫

0                               5rn

5B G6/1青灰粘土プロック
10Y R7/6明黄褐シル ト
10Y R7/6明黄褐砂礫
5Y6/1灰有機質まじりの細砂
25Y4/1黄 灰有機質を多く含む砂利
5B G6/1青灰よく締ったシル ト
5B G6/1青灰細砂
5B G6/1青灰砂礫
5B G6/1青灰粘土
7 5YR7/1明褐灰砂
7 5YR7/1明褐灰シル ト
7 5YR7/1明褐灰粘土
7 5YR6/6橙有機質を多く含む砂利
10YR5/2灰 黄褐有機質
7 5YR6/8橙有機質を多く含む砂利
7 5YR7/1明褐灰シル ト
5Y5/1灰 有機質を多く含むシル ト
5Y5/2灰 オリープ砂利
10YR4/1褐灰有機質十砂
75Y5/1灰 砂利
5YR6/2灰 オリープ粘土
5Y5/2灰 オリーブ砂礫
25Y3/1黒 褐砂利

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③
③
⑩
①
②
①
⑭
⑮
⑮
①
⑬
⑩
⑪

⑪
②
④
②
⑮
④
②
①
④
⑩
①
⑫
⑬
⑫
⑮
⑩
⑦
①
⑩
⑩
①
②
⑩

0                        1mB-01(自然木堆積)実測図
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① 表・盛土
② 携乱
③ ■6Y6/11日 耕土
O ■5GYO/1オ リ,ブ灰シルト
l⑤ 5GY6/1オ リープ灰シルト
◎ 75Y2/1黒有機質+細砂
⑦ 25Y5μ黄褐色プロッタ土
◎ 75Y2/1黒 有機質
0 7,YG/2灰 オリエブシルト
⑩ 6Y4/1灰 シルト
① 5Y5/3医オリーブ砂利
②l生 5Y7/2灰黄砂利

10Y5/2灰黄鴇十Z5Y4/3オ リープ褐有機質
2.5了 6/2黄褐プロッタ
■5‐Y5″黄褐プElッ ク
5YR4/争 にぶい赤褐有機質シルト
10YR4/2灰糞褐細砂
25Y4/3灰 黄褐粗砂
5Y4/1灰細砂
うYO/aオ リーブ褐粘主
6Y3/1黒・B層
5YG/2灰オリープ精土
5Y6/2医オリープ細砂
5Y5/4オ リープ有機質

⑮ 5Y4/9惜オリープ細砂
② 5Y5/3オ ウーブ有機質
② 25YR4/3に ぶい赤縛有機質シル ト

B壽み綴 上夢蘊譜質刀外
⑪ 5マ R4/3にぶい赤禍有機質+細砂
① 25YR4/3に ぶい亦褐有機質シルト

思 :弓4葬 た 男 繊
⑭ 5Y5/4オリープ有機質
O FYG/,オリープ有機質

⑬
⑬
Ｏ
Ｏ
Ｏ
⑮
Ｏ
④
②
②
④
⑭



のである。バラスを含む盛土・木材等を含む撹乱層などが表土の下約 lmほ ど続き、その下に旧耕上、

グライ化した粘土層が水平堆積する。それより以下は約0。 8mに わたって砂層・砂礫層 (含有機質)、

黒色粘土層 (B層)と 続 く。

砂層は砂と有機質の互層よりなる。A区 と同じく有機質層から自然木や葉片、 ドングリなどの自然

遺体が多く検出された。その下に黒色粘土層 (B層)が調査区全般にわたって認められたのはA区 と

同様である。

調査において調査区南側では自然木の集積が認められた (B-01)。 当初、杭状の自然木も認められ

たため、遺構の可能性を考慮 して調査を行ったが、B―olの覆土は黒色粘土層 (B層)の凹み部分に洪

水 ?等によって粗砂層が堆積 したものであり、人工的な遺物の検出は皆無であった。これらのことか

ら、調査の結果としては自然雄積によるものと判断した。

遺物は人力掘削中に砂層より縄文土器 3点 (3)～ (5)と 側清掘削中に黒色粘土層 (B層)よ り

縄文土器底部 1点 (2)が 出土 した。

(2)は縄文土器の底部片で、推定底径は11.4cmを測る。胎土は密で、3.Omm以下の砂粒を多く合

む。約1/4が残存し、底部から立ち上がる部分がわずかに残る。ローリングを受けており、全体的に

調整は不明瞭である。(3)～ (5)は いずれも5,Ocm未満の縄文土器片で、器種は不明である。2.0

mm以下の砂粒を含む。(4)は外面に二枚貝で条痕を施す。その他の調整は、(4)は内面をナデてお

り、他は風化により不明である。

5 C区 (第 7図・写真図版 2)

C区の調査区域はB区の南隣 り、 7m×27.5mで ある。土層の堆積は以下のとおりである。表土か

ら最大1.7mま で盛土・撹乱等が堆積 し、標高4.2～ 3mの範囲にわたって旧耕土及び灰色シル ト層が

堆積する。それより以下は層厚1.3mほ どの砂層・砂礫層、ついで黒色粘土層 (B層)が続 く。層序

の基本的堆積はA区、B区 と同じである。

人力掘削を行った砂層より多量の自然遺体 (流木・ ドングリ等)を検出した他は、遺構 。遺物は検

出されなかった。

6 F区 (第 8、 9図・写真図版 2、 7)

F区の調査範囲は 7× 9m、 C区からは約30mほ ど隔てた南側に位置する。基本層序はA～C区 と

同様で表土よリー1.5mま ではバラスを含む盛土、旧耕土があり、その下に標高2.2m～2.5mま では

黄褐色の粘質土がほぼ水平堆積する。

それより下はlmほどの砂層 。砂礫層が堆積するが、側溝、及び部分的な

深堀の結果、GL-2.7m(標 高0.8m)以 下では黒色粘土層 (B層)が認め

られた。砂層にはA～C区 と同じく砂と有機質の互層が認められた。

調査は砂層まで重機掘削 し、砂層を人力掘削でB層 まで掘 り下げた。この

時、調査区南東隅において ドングリ集積地点 (F-01)を検出した。これは

〃學6

o                       10cm

図8 F-01出 土遺物
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黒色粘土層 (B層)の凹み状の地形の部分に、覆土の砂層によって覆われていたもので、この窪みに

自然堅果類 (ド ングリ)が極めて多量に集中していたものである。当初、 ドングリピットを想定 した

が、南壁面の部分的な断面を観察しても明確な掘方は認められず、 ドングリ層の堆積も10cm程度とそ

れほど深いものではない。そのため、調査時においては遺構か自然堆積か判断に苦しんだ。覆土を全

て持ち帰り洗浄した結果、多量の堅果類・皮類に混じって縄文土器片 1点 (6)を検出しており、自

然の窪み地形に人為的にドングリを集積した可能性も考えられる。しかし、 ドングリ類の分析をした

結果としては、アカガシやコナラ類の他にイヌシデ、フジ属、センダン、ムクノジ、エゴノキなど雑

多な種類が混じっており自然的な堆積と考えておきたい。

F区の出土遺物 (6)は縄文土器片で、外面にはB区の (4)と 同じく二枚貝条痕が施されている。

0                            5m

F-01(ド ングリ集中地点)実測図

0                            2m

① 表・盛土
② バラス (盛土)

③ 盛土
④ 10YR6/1褐 灰粘土 (旧耕土)

⑤ 10YR7/2に ぶい黄褐粘土
⑥ 75Y7/2灰自粘土
⑦ 10YR5/1褐 灰細砂
③ 10Y R4/1褐灰粘土
◎ 10Y R4/1褐灰細砂
⑩ 10YR5/2灰 黄褐細砂
⑪ 75GY5/1褐 灰砂
⑫ 75G Y6/1褐灰グライ化した粘土

① 10Y R4/2灰黄褐粘質土
⑭ 25Y3/2黒褐・B層
⑮ 75GY5/1褐 灰・砂
① 10YR4/1褐 灰砂
⑦ 5GY5/1灰 オリーブ砂利
① 5Y5/2灰 オリープ有機質
⑩ 5Y6/2灰 オリーブ砂
⑩ 5Y4/1灰有機質+シルト
⑪ 5Y6/2灰 オリーブ砂
② 25GY5/1オ リーブ灰粗砂
② 5GY5/1オ リープ灰粗砂

図 9 F区平・断面図
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G区 (第 10、 12図 ・写真図版 3、 7)

G区の調査範囲は7m× 19m、 北はF区に接 し、南はH区に接する。

G区の基本層序は、これより以北のA～ C、 F区 と異なる。法吉遺跡に

広範に見られる砂層・砂礫層は認められるものの、有機質を合む黒色

層の堆積が少なく、黒色粘土層 (B層 )も 高くなってきている。
0                                  20cm

層序は以下の通りである。表土よリー1.3mま で盛土、褐灰色粘土

層が堆積する。その下の層厚0。 3mほ どの薄い褐～橙色のシル ト層が    図10 G区 出土遺物

認められ、その下標高 3m以下から砂層・砂礫層が堆積する。この砂層は0.5～1.5mを浪Iり 、周辺調

査区の砂層と比較すると層厚が薄い。砂層の下は周辺調査区と同じく黒色粘土層 (B層)も 認められ

た。

上のように、砂層の堆積は未発達であったが、黒色粘土層 (B層)ま で掘削 した結果、G-01、 G―

02と いった自然流路跡を検出することができた。これらの自然流路跡は黒色粘土層 (B層)ま で掘 り

下げた結果、砂層の雄積によって判別できたものであり、ある時期での自然河道であると考えられる。

G-01、 G-02以外でも砂層上の切会いや地形的な凹みも確認できた。

砂層内より黒曜石の剥片 1点 (7)が 出土 した他、遺物は皆無であった。この黒曜石は長さ4.3cm、

幅2.3cmの剥片で細部の加工痕や刃部は見 られない。

8 H区 (第 11、 12図 ・写真図版 3、 7)

H区は12年度調査区の最南地点、G区の南側にあたる。調査期間が付近の下水道工事と重複 したた

め、通行道を確保する必要上から当初の予定を変更 しHl区、H2区に細分 し調査を行った。以下、

まとめて報告する。

H区の基本層序はA～C,F区 とは異なり、北接するG区 と類似 している。砂層は認められるものの、

有機質を含む黒色層の堆積が少なく、黒色粘土層 (B層)も 高くなってきている。

表土・盛土はGL-1,2mほ ど続きその下は0。 5～ lm程度の砂層が認められる。砂層の下には黒色

~庵 ~Ⅷ
7

一◎

仏

o                                20cn

図1l H区 出土遺物
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G01

①
②
③
④
⑤
◎
⑦
③
⑨

⑩
①
②
⑬
⑭
⑤
⑩
①

表・盛土

10YR6/1褐灰粘土

5Y R6/8橙 シル ト
10YR4/6褐 シル ト・小礫含む

10YR4/4褐砂質土

10YR4/3細砂
7 5YR6/8シル ト
7 5YR6/1褐 シル ト

10Y R4/3にぶい黄褐ンル ト・スミ含

25Y6/1黄褐細砂
2 5YG/3に ぶい黄
75G7/1明緑灰粘土プロック
25Y6/4にぶい黄粘土
7 5YR6/6橙 粘質の強いシル ト
7 5YR5/8明 褐砂礫
10YR5/2灰 黄褐・砂
2 5YG/1黄 灰細砂

⑬ 表・盛土・バラス
① 10Y R5/6黄褐ンルト
⑩ 10YR4/4褐
① 25Y5/3黄 褐細砂
② 25Y6/4に ぶい黄ブロック土
④ 25Y5/3黄 褐細砂
② 75Y5/1灰 細砂
⑮ 75YR2/1黒 粘土 (B層 )

④ 表。盛土
② 5Y4/2灰オリーブ旧耕土
② 75YR5/G明 褐シルト
⑩ 75YR6/6橙シルト
⑩ 25Y6/1責灰粘土
① 5Y6/6オ リープ細砂
⑫ 75YRO/8栓粘土
⑩ 25Y6/2灰黄細砂

① 5Y5/1灰粘土
⑮ 25Y6/1黄灰粘土
⑭ 10Y R5/1褐灰粘土
⑦ 5Y5/2灰 オリーブ有機質
⑬ 25Y3/1黄灰粘土
⑩ 25Y2/1黒有機層
⑩ 5Y5/1灰 細砂

図12 G・ H区平・断面図
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粘土層 (B層)が堆積するが、A～C、 F区 と異なりB層 も0.5m程度と浅い。そのため、B層以下も掘

り下げ地山の検出に努めた。その結果、標高1.8m付近で茶褐色砂質のシル ト層が確認できた。

出土遺物は砂層より (8)(9)の石器 2点、(10)(■ )の杭 2点 を検出した。(8)の剥片は長さ

6.lcm、 幅2.Ocm、 厚さ0.8cm、 (9)は長さ4.5cm、 幅3.9cm、 厚さ0.9cmを測る小形のもので、いずれ

も細部の調整や刃部が認められない黒曜石の剥片である。

(10)(11)は木製の杭である。(10)イよ長さ36.4cm、 径4.Ocm、 (11)イよ長さ39.8cm、 径3.lcmを測

る。いずれも心持の杭であり、先端部は加工し上部は共に欠損する。これらの杭の検出は層位的には

砂層より上の旧耕土～黄褐色シル ト層からの検出である。また、杭の腐蝕状況もあわせて考えると近

現代のものと考えられる。

9 1区 (第13～ 18図、写真図版 4、 5、 8～ 12)

I区の調査範囲は7m× 24m、 H区 より115mの 間、住宅密集地をはさんだ南側に位置する。基本

層序は以下の通りである。表土よリー1.lmま では盛土・旧耕上が水平堆積する。それより下は0。 5～

0.7m程度の層厚である灰～暗灰色シル ト層 (包合層)が同じく水平堆積 し、以下は黒色有機質層、

灰色粘土層の包合層が堆積する。有機質層には多量の自然遺体、流木、葉片等と共に木製品の検出が

認められた。標高1.3m以下には砂層、灰色粘土層 (地山 ?)が認められたが、砂層以下での遺物の

検出は無かった。

灰色シル ト (標高 2m～2.5m)、 黒色有機質層 (同2.5m～ 1,3m)か らは、古墳時代～古代の土器

を主体とした一定量の遺物 (土器・木器)が検出されたため、表土及び旧耕土は重機にて掘削 し、灰

色シル ト層と黒色有機質層は人力掘削で調査を行った。特に灰色シル ト層 (第1面)と黒色有機質層

(第2面)では面的な調査を実施 した。

第 1面は灰色シル ト (標高 2m～2.5m)に おいて面的な調査を行った。調査の結果、幾つかの自

然木の他は2基の土娠状のものを検出した。この 2基 (I-01、 I-02)は 径0。 5m程度の小 さな土羨類

であり、出土遺物 もなく詳細は不明である。

第 1面では明確な遺構がほとんど見られなかったため、灰色シル ト層を人力にて除去 し黒色有機質

層の検出を行った。その間に多量の遺物の出上が見 られた。これには土器・石器の他に保存状況の良

鷺こイ
~~ン
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② 灰褐色旧耕土
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④ 暗灰色ンルト (含有機質)

⑤ 茶褐色木根痕
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① 黒色粘土
⑭ 暗褐色砂～シルト
⑮ 暗褐色砂
⑩ 暗褐色砂まじりの粘土
⑦ 灰オリープ粗砂
① 自色強粘土
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好な木製品も含まれている。

黒色有機質層において第 2面の面

的な調査を実施 した結果、自然木と

木製品が同時に出土した。出土状況

はI区でも北半分は自然木・木製品

の出土は過少であり、南半分は過多 図15 1区第 1面出土遺物

であった。I区全体的にみても、南接するJ区 と比較すれば過少である。すなわち、自然木・木製品類

の出土は南へ行くに従って多くなっている状況であった。

面的調査の結果、自然木と木製品の検出の他は顕著な遺構は存在 しなかった。そのため、かかる黒

色有機質層は沼状の湿地として堆積した状態を想定 した。特にI区の中央付近では (あ る時期での)

沼状湿地の「落ち」 と考えられる痕跡を検出した (I-03)。 これより以北では自然木・木製品の出土

が急激に少なくなり、以南からJ区にかけては自然木・木製品の検出が極めて多く、沼状の湿地であっ

たと想定される。

以下、I区の出土遺物について層毎・面毎に述べる。

(12)～ (19)は表・盛土～旧耕土から出土 した遺物である。(12)イま土師器で甕口縁である。口

縁部は厚 く湾曲して外反 し、推定口径は18.Ocmで ある。外内面ともナデており、頸部から下はヘラ削

りが見られる。

(13)～ (17)は須恵器である。(13)イよ甕の頸～肩部で、日縁端部が残存 していないため頸部で

径を復元 した。推定頸径は14.Ocmで ある。肩部には外面に叩き目文、内面に当て具痕が見 られる。

(14)は 7世紀後半の邦蓋である。外内面ともに横ナデが施 されている。輪状つまみが存在 していた

と思われる痕跡があるが、残っていない。かえりは非常に短 く、全体的になだらかでほぼ平 らな形に

収まる。 (15)は 7世紀初頭～前葉の邪身である。立ち上がりは短 く内向している。推定口径は10.4

cmで小ぶりである。(16)イよ9世紀以降の邦である。底部は回転糸切 りで、墨書が見られる。漢字の

「大」に近い文字だが、他の文字の可能性は十分にある。(17)イよ8世紀前葉の不高台部である。比較

的高い高台で、内面に仕上げナデを施す。

(18)は陶器製のすり鉢で、外面に2条の沈線を施 し、内面は清が 9～ 11条 を1単位として、全体

に施されている。

(19)は長 さ10,3cm、 幅1。 lcmの鉄片で刃部等はない。腐蝕のため錆が全面に見られる。

(20)～ (23)は第 1面 (灰色シル ト層)精査時の出土遺物である。 (20)1ま青磁の口縁である。

残長2.9cm× 3.5cmの細片である。(21)イよ土師器で菱頸部片である。日径、頸径ともに残存が非常に

少ないため不明である。

(22)(23)は須恵器である。(22)は甕頸～肩部片である。(23)イま6世紀末～ 7世紀初頭の不身

である。立ち上がりは短 く、やや内向する。全体的に横ナデだが、外面底部は粗雑で様々な跡がある。

内面は不定方向のナデで仕上げている。

(24)～ (68)は包含層出土遺物である。この包含層は第 1～ 2面間、灰色シル ト～黒色有機層か

哩奥急
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らの人力掘削において検出されたもので、調査中は上層と下層で取り上げを区分した。しかし、調査

の結果、層毎のまとまりは認められず、時期的にも極めて幅が広いため、包含層出土遺物としてまと

めて報告する。

(24)(25)は 弥生後期の複合口縁の甕口縁である。口縁端部は薄く、直線的に伸びて丸く収める。

この特徴から、草田編年の第5期に相当すると思われる。共に風化しているが、調整は主に横ナデ、

ナデである。

(26)は甕頸～肩部である。外面に縦ハケロを施す。(27)(28)は共に甕口縁で、20,Ocm前後の口

径を持つ。外面は縦ハケロ、ナデを施し、内面はヘラ削りである。(28)イよ口縁部内面に横ハケロが

見られる。(29)は邪底部である。(30)は甑の底部である。端部接地面はわずかに平らな部分があり、

内面をヘラ削りした後、1.Ocm横ナデを施す。下端から2.Ocmの ところに、直径0.8cmの透孔をlヶ 所

施す。推定底径は18,4cmであるc(31)(32)は高邦脚部片である。(33)(34)は 把手である。いずれ

も5。 Ocm前後の長さを測る。

(35)～ (57)は須恵器である。ここでは、8世紀前葉～9世紀後半頃の時期のものが出上してい

る。(35)は 8世紀前葉の輪状つまみの郷蓋である。口縁端部が残存していないためはっきりとわか

らないが、同じ所から出上している (36)は端部のみ残存の不蓋であり、その端部は垂直に屈曲して

いることから、(35)も 端部が垂直に屈曲している可能性があると思われる。(37)イま小型壺口縁であ

る。(38)は甕頸～肩部である。外面に叩き目文、内面に当て具痕が見られる。(39)イま甕か壷の胴部

片である。(40)は高不の不部と脚部の接合部分である。(41)(42)(45)～ (57)は全て不である。

(41)は 9世紀末以降のもので、口縁部は大きく外反し、調整はやや粗雑である。(43)は 9世紀の皿

である。無高台で口縁部は直線的に外反する。(44)イよ邦蓋にしては口径が大きいので皿として実測

したが、自然釉の付着状態などから邦蓋の可能性もあると考えられる。(45)イよ9世紀のもので、ほ

ぼ垂直に立ち上がる。(46)(47)は 8世紀の出雲地方の主流と思われる邦で、無高台で口縁端部がわ

ずかにくびれ、体部は内湾している。(48)イよ9世紀のものである。高台は低く、内側に入り込んで

いる。(49)(50)は 8世紀前葉で高台はやや高く、外に向かって傾斜している。(51)イま8世紀末～

9世紀前半のものである。体部は直線的に開き、高台は底部の最も外側についており、非常に低い。

(52)は 9世紀半頃～後半のもので、調整は粗雑である。(53)は 8世紀前～後半のものである。焼成

は不良で、そのため調整もわかりにくい。沈線らしき2条の線が見られる。(54)～ (57)は全て底

部が回転糸切りによって切り離されている。(54)は 8世紀後葉、(55)～ (57)は 8世紀末～9世紀

前半であると思われる。調整は全て横ナデ、ナデで、量産されていたと思われるような粗雑な作りと

なっている。体部は (54)はやや内湾するが、(55)～ (57)は外に向かって直線的に開く。

(58)～ (60)は石器である。(58)イよ花筒岩製の石皿と思われる石器で、表面は何かで擦ったよ

うな使用痕が見られ、中心に向けてなだらかに丸く窪んでいる。長さ9.5cm、 幅7.4cm、 厚さ2.4cmを

測る。(59)イま流紋岩を使用した石錘である。自然礫の長軸の両端を打ち欠いて作ったものであり、他

の調整は見られない。長さ9,2cm、 幅7.6cm、 厚さ3.2cmを測る。(60)は (59)と 同様流紋岩を使用し

た打製石鍬で、長さ16.Ocm、 幅9,lcm、 厚さ2.2cmを測る。全体的に加工してあり、縁辺は鈍い刃部を

―-15-―
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I区包含層 (1～ 2面間)出土遺物 2
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作っている。

(61)～ (68)は木製品である。全て曲物容器の一部であると思われ、いずれも柾目材の周縁を円

形に削っている。(62)(64)は 表面に刃物のようなもので切り付けた跡が見られる。使用痕か。また

(67)は周縁の中心付近に0.3cmの穿孔が lヶ 所施されている。いずれも25.Ocm前後の長さである。(6

8)は残長20。 7cm、 幅5。 9cmを測る木製品で、2ヶ所に穿孔痕が認められる。

(69)～ (73)は木製品である。(69)～ (71)は田下駄である。四隅を丸く削り、長方形の形を

呈している。穿孔は各 2ヶ 所ずつ施されている部分が残存している。(71)イよ枠組田下駄の枠材で図

左側の接続部を欠損している他は残りが良い。幅10。 2cm、 厚さ1.8cm、 残長41.6cmを測り、スギ材で

ある。(73)は同じくスギ製の木製品で長さ27.3cm、 幅13.1を 測る。平面形はシャープな台形に耳状

の突起が付いている。この突起部分が別の部材と接続すると思われるが、この他には木製品の縁辺部

にもほぞ京、木釘等の痕跡は認められない。後述するように田下駄 (足駄形)の部材 (三角板)と 考

えている。

(74)(75)は石器である。共に剥片であり、細部の加工痕や刃部は見られない。(74)は硬質頁岩、

(75)は黒曜石である。

10J区 (第 19～ 24、 写真図版12～ 16)

J区の調査範囲は7m× 12m、 I区に南接 し、調査範囲内では最南地点に位置する。上層の雄積状況

は以下の通りである。

表土よリー1.2mま で盛土 。旧耕土が水平堆積する。その下に暗灰色シル ト層 (包含層)が堆積 し、

標高3.Om以下は黒色有機質層・灰色粘土層 (包含層)が複雑に堆積する。これら包含層の下、標高

2.Om以下は青色・オレンジ色のきれいな粗砂～細砂の砂層が、標高1.5m以下は地山 ?層が堆積する。

I区 と同じく砂層以下での遺物の検出は皆無であった。

0                               20cm

図19 J区 表・盛土～ 1面出土遺物
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暗灰色シル ト (含有機質)

オレンジ色シル ト

黒灰色ンル ト

灰色有機質 +シル ト

灰色ンル ト

黒色有機質 +シル ト

暗灰色粘土 (含 ンル ト)

暗褐色プロック土

灰色粘土

暗灰色粘土

黒灰色有機質十シル ト

暗灰色有機質十シル ト

黒色有機質

灰色強粘土

青色砂

黒色砂
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灰色砂

灰色粘質の強いシル ト
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茶褐色有機質 (含木片多)

② 黒色有機質
⑮ 灰色粘土プロック
の オレンジ色粗砂
〇 オレンジ色シルト (含有機質)

⑩ オレンジ色シルト
① 自色強粘土
⑫ 暗灰色粘土プロック
⑬ 灰色粘土ブロック
② 茶褐色有機質
〇 灰色粘土ブロック
⑮ 灰色粘土
⑪ 暗灰色粘土
① 自色強粘土
⑩ 暗灰色強粘土
⑩ オレシジ砂
① 自色強粘土
⑫ 青灰色砂+粘土
⑩ 黒色有機質
⑭ 木根痕
⑮ 自色ンルト
⑭ 自色粘土
④ 青灰色砂+粘土
⑮ 黒灰色粘土
◎ オレンジ色砂

面検出レベル

面検出レベル

」01実測図

」02実測図
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調査はI区 と同じく表盛土 。旧耕土重機にて掘削 し、包含層 (暗灰色シル ト層)以下は人力掘削で調

査を行った。また、同じく灰色シル ト層 (第 1面)と 黒色有機質層 (第 2面)にて面的な調査を実施

した。

第 1面は灰色シル ト (標高 3m)に おいて面的な調査を行った。調査の結果、 2列の柵列、10基の

不定な土羨類を検出した。

J-01の柵列は 7本の杭が45cm前後の間をおいて等間隔に打ち付けられている。主軸は磁北よりN―

76° Wで ある。杭 (図21(82)～ (88))イよ短いもので37.lcm、 長いもので85.9cmを 測る。一方、J

02の柵列は残存 した杭は 1本 (同 (81))、 その他はピット類であった。主軸はJ-01と 同じくN-76°

Wである。

杭の他に検出した土羨群はいずれも不定形なもので、出土遺物も皆無であった。また掘削の結果、

明らかに自然木と考えられるものもあったため、全てが明確な遺構であるとは言えず詳細は不明であ

る。

第 1面 (灰色シル ト層)の時期であるが、明確な時期比定を行い得る遺物は少ない。J区の表土 。

耕土、1面精査では、打製石鍬 (79)、 土師器 (76)、 須恵器 (77)、 瓦 (78)な ど時期的な幅が大きい。

また、I区での同じ灰色シル ト層 (第 1面)の精査段階では青磁片 (20)も 出土 している。そのため、

J区、 1面の杭・土羨群の時期としては中 。近世以降を下ることはないと考えたい。

第 1面の調査後、灰色シル ト層を除去 し黒色有機質層の検出を行った。この入力掘削において比較

的多量の遺物が出土した。

この黒色有機質層において第 2面の面的な調査を実施 した結果、多量の自然木と木製品が出土 した。

面的調査の結果、自然木と木製品の検出の他は顕著な遺構は存在せず、調査区全面にわたって自然木

と木製品が折り重なった状況で出土 した。そのため、かかる黒色有機質層は沼状の湿地として堆積 し

た状態を想定した。その遺物出土量は北接するI区 に比 して過多であった。

以下、J区の出土遺物について層毎・面毎に述べる。

(76)～ (80)は表・盛土～ 1面にて出土 した遺物である。 (76)イよ土師器で甕口縁である。口縁

部は軽 く外反し、胴部はほぼ垂直になっている。外面は横 。縦・斜めハケロが施 され、内面はヘラ削

りが見られる。外内面とも調整の後、日縁に横ナデを施 している。推定口径は29.6cmと大きい。

(77)は須恵器で高不脚部片である。

(78)は瓦の一部で周縁が2.3cmと 広 く、外区には連珠文が配される。復径20cmの軒丸瓦である。

(79)は打製の石鍬である。材は流紋岩を使用しており、荒割後、縁辺を調整 し刃部を作っている。

(80)は木錘である。心持材の両端近 くから側面中央に向かって斜めに削 り込み、側面から見て鼓

形にしている。長さ13.9cm、 長幅7.lcm中央幅3.8cmを測る。材はヤブツバキ。

(81)～ (88)はJ-01、 J-02出土遺物である。(81)カミJ-02でその他はJ-01出土の杭である。 (81)

は 4方向に削り落とし、先端がわずかに湾曲している。全体的に樹皮が残っている。(82)は 1方向

を斜めに削 り落としている。上端は枝の根元部分が残存 しており、中程に自然な湾曲が見られる。 (8

3)は 4方向に削り落としているが、他の杭 と比べて先端が尖っているのではなく、扁平状に削られ
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ている。(84)は先端の断面が四角形になるように4方向に削り落としている。樹皮を多く残す。(85)

はこの中で最 も短い37。 lcmを測る。 4方向に削 り落とし、先端は尖っている。(86)は先端の削る範

囲が狭いが、 3方向に削 り落とす。(87)は 3方向から削 り落とし、尖っている。また上端に面取 り

を施す。(88)イよ4方向に削り落とし、(87)同様尖っている。樹皮を多く残す。(81)(82)は 90.Ocm

程度、(83)(84)(86)～ (88)は50.0～ 70.Oc皿 の長 さを測る。J-01、 02の抗 8本のうち、鑑定 した

5本の材はいずれもアカマツであった。

(89)～ (108)イよ包含層出土遺物である。この包含層は第 1～ 2面間、灰色粘土～黒色有機層か

らの人力掘削において検出されたものであるが、細かな分層が困難であったため、包含層出土遺物と

してまとめて報告する。

(89)(90)(95)(96)は 弥生土器である。(89)イよ弥生中期中葉の無形壷口縁である。残存が小片

のため、日径は不明である。 4条の凹線文を施 し、内面にはナデ、斜めハケロが見られる。 (90)イよ

弥生後期後葉の甕口縁である。(89)同様口径は不明で、日縁に 5条凹線文を施す。(95)(96)は弥

生後期頃の甕か壷の底部片である。共に胎土は密である。

(91)～ (94)は土師器である。(91)|よ甕口縁である。日径は18。 6cmを測る。口縁は単純口縁で、

布留式の流れを引いていると考えられる。古墳前期、つまり草田編年の第 7期頃に相当すると思われ

る。(92)は 高郭JTh部 片である。邪の下部との接着面があらわになっており、接着させるための溝が

隙間無く刻まれている。直線的に外反 している。(93)イよ高イ脚部、(94)|よ浅い椀のようなもので、

調整はナデのみである。

(97)～ (102)イま須恵器である。(97)は 6世紀末～ 7世紀初頭の雰蓋である。推定口径は13.8cm

を測る。回転ヘラ削 りが施 され、稜 もくっきりついている。外面には自然釉が付着 している。 (98)

は甕か壷の口縁である。外面に丁寧な波状文が施 されている。 (99)は提瓶の基部片であリボタン状

に退化 した取手が付く。(100)は 短頸壺口縁である。外面には叩き目文、内面には当て具痕が見られ

る。また、外面には自然釉が付着 している。(101)は邦底部片である。 2条の沈線が確認できるが、

調整は粗雑である。(102)は 高不脚部片である。

(103)～ (107)イよ石器である。(103)は硬質頁岩を使用 した剥片である。縁辺部分に細部調整 も

見 られ、不定形刃器の可能性もある。長 さ16.3cm、 幅10,lcm、 厚 さ1.6cmを 測る。(104)は細粒アプ

ライ ト質花南岩を使用 した局部磨製石斧である。裏面上部右方面に集中して敲打痕が見られるため、

叩石に転用 した可能性もあるが、下部は部分的に研磨痕が残る。(105)は 硬質珪質頁岩、(106)は流

紋岩、(107)は硬質頁岩の剥片である。

(108)は木製品で、人形であると思われる。上部に首のような切 り込みが両側から入っているが、

表・裏面共に墨書等の痕跡は認められない。
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(109)～ (113)は 第 2

面 (黒色有機質層)の出土

遺物で、土器・石器である。

(109)～ (111)は土師

器である。(109)(110)は

高邦脚部である。(110)は

透孔をlヶ 所施す。 (111)

は甕口縁である。

(112)(113)は石器で

ある。(112)は 極細粒凝灰

質砂岩を使用した打製石鍬

と思われる。調整はあるが、

粗雑なためわかりにくい。

長 さ17,2cm、 幅10.3cm、 厚

0                       10cm

―扱―に

112

o                               20cm

図23 J区 第 2面出土遺物 1

◆

さ2.Ocmを測る。 (113)は黒曜石の剥片である。先端部分を尖頭状に加工 しているため石鏃の未成品

であると思われる。長さ4.lcm、 幅2.Ocm、 厚さ1.lcmを 測る。

(114)～ (124)は第 2面 (黒色有機質層)の出土木製品である。 (114)～ (116)は田下駄であ

る。(114)は 表裏共に全面に削 りが認められ、丁寧に調整されている。穿孔は4ヶ所施されており、

両縁は、三角もしくは丸 く加工 されている。孔間の間隔は7.Ocm、 9.3omで孔間には糸擦れと思われる

擦 り減り部分が見られる (図版15)。 (115)は (114)と 同様だが、全面の削りは見られない。両縁も、

(114)ほ どくっきりと削られておらず、四隅を丸くしている。穿孔は4ヶ 所ある。孔間は長間7.7cm、

短問6.lcmを 測る。木目か圧痕かの区別は不明瞭であるが、緒孔地点に幅1.3～ 1.5cm、 深さ0。 2cm、 の

凹みが最大22.2cmにわたって認められる (写真図版15)。

(116)は穿孔 2ヶ 所だが、もう2ヶ 所存在したと思われる痕跡がある。これは、(114)(115)と

比べて丸くなく、長方形を呈する。(117)は 用途が明瞭ではないが、穿孔は2ヶ 所施されている。

(118)は穿孔の跡が2ヶ所確認でき、田下駄の可能性もあるが断定はできない。

(119)～ (122)(124)は板状の木製品である。いずれも用途は明確ではないが建築部材等の一部

と考えられる。(119)77.5cm、 (120)81.9cm、 (121)96.lcm、 (122)97.Ocm、 (124)45.8cmを測る。

(123)は 下端に穿孔のような痕跡が見られる。
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第 4章 まとめ

4-1 遺跡の範囲について

法吉遺跡は昭和初年、耕地整備に伴 う灌漑用水路の掘削で遺物が出土し、1949年にも排水用上管の

埋設工事に際して土器片が出土 している。それ以来、縄文土器 (晩期)や弥生土器 (前～中期)、 石

鏃、土錘などが出土する遺跡として知 られており (宍道 1986 風土記の丘資料館1977)、 松江市遺跡

地図の遺跡番号はK001、 島根県遺跡地図ではD2で同じく「散布地」と記載されていた (松江市教育

委員会 1991、 島根県教育委員会 1987)。

一方、遺跡の発掘調査としては1983年に松江市教育委員会が 9ヶ 所の トレンチ調査を行った結果、

遺構は皆無で、砂礫層より縄文～弥生の遺物が数点出土 している (未報告)。 そのため、谷筋、ない

しは西丘陵裾部から流出した結果、遺物が包合されたものと考えられていた。

本発掘調査においても、調査地北半 lA～ C、 F～H区・880ド )では遺物の出上がほとんどなく、

磨耗 した縄文土器片 5点 と黒曜石 4点、あとは近現代の杭 2本のみであった。特にこれらの遺物の大

半が砂礫層から出土 していることから、同じく谷底などの旧流路に堆積 したものと言えるであろう。

このような環明から調査地北半分、A～H区範囲は基本的には遺跡の範囲外であったと評価 したい。

一方、調査地南半 (IoJ区)か らは、かなりまとまった遺物の出土が見られた。出土遺物の時期は

打製石鍬 (縄文)か ら糸切の須恵器 (9。 10世紀)ま で幅が広 く、また、時期不詳な木製品が多数を

占めている。

これら遺物の出土は大部分が旧耕上の下、暗灰色のシル ト～黒色有機質層からの出土であった。同

層からは多量の自然木、葉片等の出土もあり、沼状の湿地状態が想定できるため、遺物の多くはこれ

ら自然の低湿地に廃棄、ないしは流入 した遺物 と考えられる。遺物の時期幅が大きく、層毎にまとま

りがないことも、二次的な堆積が多かったことの証左といえるであろう①

今次の調査結果が上のような状況であったため、法吉遺跡の範囲は法吉町でも南より～春 日町にか

けての地点に遺跡の中心地が拡がると考えられる。

とはいえ、上述 した堆積状況であったため、法吉遺跡そのものから集落跡や墓域が検出される可能

性は低 く、むしろ地盤が安定している、調査地西側の丘陵裾部等で検出されるのではないであろうか。

今後は周辺地を含めた調査の必要性があると言えよう。

4-2 遺跡の変遷について

今次調査では遺跡北半 (A～ C、 F～H区)に広範に砂層が堆積 していたことが明らかになった。こ

れらの砂層は遺物が極めて少ないものの、ほとんど全てが縄文土器片、及び黒曜石であり、弥生以降

の土器類は皆無であった。縄文土器は全て細片であったが、1988年の トレンチ調査では同じ砂層と考

えられる層から縄文晩期の上器が出土 している。つまり、考古学的な判断では、調査地北半に見られ

た自然流路跡は縄文時代まで (晩期)を上限として埋没 したものと考えることができる。

かかる砂層には細砂、有機層、粗砂層が認められ、ある時期はゆっくりとした水の流れがあり、あ
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る時期は湿地になり、ある時期は突発的な流れになるなどの、幾つかの変遷があったものと考えられ

る。周辺地形を考慮すると、遺跡地周辺は上流の田中谷から続 く谷状の地形にあり、これら検出した

砂層 (自 然流路)も こういった谷地形の一部を形成 していたものと考えられる。このような地形 (湿

地～自然河道)の もと、法吉遺跡周辺では古 くは縄文時代から人々の活動があったことが想定できる

のである。

先述 した田中谷は法吉遺跡の上流に位置するが、弥生時代～古墳時代の住居跡が検出されている。

法吉遺跡では弥生時代の遺物はほとんど見られなかったものの、古墳時代～古代にかけての遺物が調

査地南半 (I・ J区)か ら出上 している。特にI区 とJ区 にまたがる地点では沼状の湿地が広がっていた

ことが明らかになった。

『出雲国風土記』島根那の条には「法吉の跛。周り五里 (2.7km)、 深さ七尺許 (2.lm)。 鴛鵞・見・

鴨・鮒・須我毛有り。夏の節に当たりて、尤も美き菜有り。」との記述がみえ (萩原千鶴訳 1999)、

カモやオシドリなど水′亀が群がっていた小池の状況が描かれている。また、松江開府前の地図にもこ

の一帯には小湖が描かれており (内田1983)、 近世以前の当該地周辺が池・沼等の湿地であったこと

が伺われる。今次調査の成果と比較しても、当地が軟弱な低湿地であったことは明らかである。

考古学的には、I区からJ区にまたがる沼状の湿地から打製石鍬、黒曜石剥片、弥生土器片類がわず

かながら出土している。古墳時代の土師器・須恵器も一定量出土し、7～ 8世紀の須恵器も比較的多

い。新しいものでは9～ 10世紀の底部糸切りの須恵器が出土した。

これらの状況から、I区 ・J区にみられる沼状の湿地は古く縄文時代に遡り、古墳～8世紀には遺物

が多量に破棄 。流入し、以後、9世紀前後を上限として最終的に埋没したものと考えることができる。

J区上面 (第 1面)では中 。近世～と考えられる杭列が検出されており α-01、 J-02)、 層位的には

その上に近・現代の灰色旧耕土、及び盛土が堆積する。従って、沼状湿地が埋没した9～ 10世紀以降

は水田として利用され現在に及んでいるものと判断できる。

4-3 出土田下駄について

法吉遺跡の調査で出上した遺物は土器 。石器 。木器である。土器は細片が、石器は剥片が大半を占

めている。その中では木製品の出土が特筆すべきものである。これはI区 とJ区 にまたがる沼状の湿地

(黒色有機質層)か ら出上したもので、本文で述べたような出土状況から保存状況が比較的良好であっ

た。

時期を確定するような出土遺物の幅が大きく、明確な時期比定が困難である。調査結果としては木

製品が出土 した包含層、及び黒色有機質層からは打製石鍬や石器の剥片 (黒曜石・頁岩など)も 認め

られる一方、最も多いのは古墳～ 8。 9世紀代の遺物である。

以上の出土状況から判断して、出土木製品の大半は古墳時代～古代という漠然とした時期幅を考え

ている。出土遺物の相対的な量から考えると古墳時代に属する可能性が高いが、木製品自体からより

細かな年代観が与えることは今後の課題の 1つである。

以下、出土田下駄の 2、 3の観察結果を述べておきたい。
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出土した田下駄のうち最も残りの良好なのは (114)(115)の 2点、足板部の完形品であり、材質

はいずれもスギである。(114)は 両辺を隅丸～やや先尖ぎみに加工した横長形、(115)がほぼ方形を

呈しており、緒孔の数は共に四孔を穿つ。特に (114)の裏面 (図24の左)に は孔穴間に糸擦れと思

われる痕跡が明瞭に残っている (写真図版15)。 また、民俗例では足先側の前二孔間は広く、踵側の

後二孔側は狭いとされている。

以上のことから、(114)の 田下駄は紐状のものを図の左右方向に対して通し、図左側を接地面にし

て、図上側を足先に足に縛り、結緒とした形態が想定できる。緒孔は中央やや左向きに偏向するため、

使用者は右足に装着したのではないであろうか。また、糸擦れの痕跡以外には他の部材を取り付けた

痕跡は存在しないため、単独の「枠なし四孔横長型」形式であると考えられるであろう。

(115)の 田下駄については緒孔のある位置に左右に走る浅い凹み状のものが見られる (写真図版

15)。 これは木目か圧痕かの判断に苦しむものの、圧痕の場合、何らかの横木で補強した状況も考え

られなくもないが、足板の他の部分に枠痕 。木釘等は見られない。そのため、木目と考え (114)と

同じく「枠なし四孔型」として使用されたと判断して良いであるう。

法吉遺跡の他の田下駄、(69)(70)(116)(118)も 同じ形態を想定するが、いずれも部分的なため

詳細な復元は出来なかった。

また、(71)は 枠組田下駄の横板であるため、上でみたような構造とは異なり方形の枠がつく田下

駄、つまり代踏み等で使用される「大足」(秋山1993)であったと考えられる。

(72)の木製品は「足駄型」(奈良文化財研究所 1993)の 歯部である三角板を想定している。類例

としては古墳時代のJ島取県池ノ内遺跡で出土例がある (米子市 1986)が、法吉遺跡例では組合部分

のほぞ穴が認められない。

以上、法吉遺跡からは幾つかのバリエーションがある田下駄が出土した。時期の特定が出来ないの

が残念であるが、本遺跡出土の木製品のうち、器種の識別が可能なものの大半が田下駄によって占め

られている状況から、調査地の付近には古墳時代～古代にかけて水田等を営んだ場所が存在する可能

性が極めて高い。

今後は水田などの生産域 (沼状湿地の付近 ?)やその居住域 (西側丘陵端部 ?)。 又は『出雲国風

上記』に記述のある「法吉の波」などを含めた周辺地帯の検討が必要となるであろう。
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最後に

本報告書の編・執筆者の一人である藤原は、平成14年度奈良文化財研究所の「木製品調査過程」研修に参加させて

項き、その折に教えられる所が大であった。研修には山中敏史先生を始め、以下の諸先生から貴重な講義を受けさせ

て項いた。上原真人先生 (京都大学)、 飯塚武司先生 ((財)東京都生涯学習文化財団)、 北浦弘人先生 (鳥取県埋蔵

文化財センター)、 井上和人先生、豊島直博先生 (奈文研)、 樋上昇先生 ((財)愛知県教育サービスセンター)、 扇崎

由先生 (岡山県教育委員会)、 高妻洋成先生 (奈文研)、 河野通明先生 (神奈川大学)、 山口譲治先生 (福岡市教育委

員会)、 山田昌久先生 (東京都立大学)、 橋本正博先生 (小松市教育委員会)、 光谷拓実先生 (奈文研)、 その他、奈文

研の職員の方々は非常に暖かく迎えて項き、研修生の皆さんにも楽しく接して項きました。

秋山浩三氏 ((財)大阪府文化財センター)佐伯純也氏 ((財)米子市教育文化事業団)に は田下駄に関して、澤田

順弘先生 (島根大学)には石材について、中村唯史氏 (三瓶自然館)、 には地質に関して、有益な教示を項き、中村

亮二氏 ((財)富山県文化振興財団)には自然科学に関する玉稿を頂いた。ありがとうございます。

それら多くの学恩を受けておりながら、十分な検討が出来ないまま報告書の刊行となってしまい大変心苦い限りで

す。今後、是非教示項いた事柄を活かしていきたいと思っております。

―-31-―



付論 自然科学分析

1 法吉遺跡出土の種実遺体

中 村 亮 仁

1.HIn料と方法

法吉遺跡は島根県松江市法吉町に位置 し、平成12年度の調査では縄文時代中～晩期を上限とする自

然流路が検出されている。今回、分析対象となる試料は自然流路内などから取 り上げられたもので、

タッパーの中に水漬け状態であった。同定は肉眼及び双眼実体顕微鏡下で、主に現生標本との対比で

行った。

2.結果

同定結果を表 1に示 し、主要な分類群については写真に示 した。同定されたのは木本のカヤ、イヌ

シデ、コナラ属アカガシ亜属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属A、 コナラ属 B、 フジ属、センダン、

トチノキ、ムクロジ、エゴノキの11分類群であった。分類群は同定レベルによって、属、亜属、種の

分類階級で示 している。種まで同定された分類群は木本のカヤ、イヌシデ、センダン、 トチノキ、ム

クロジ、エゴノキの 6分類群であり、属・亜属まで同定されたのはコナラ属アカガシ亜属、コナラ属

コナラ亜属、コナラ属A・ B、 フジ属の 5分類群であった。コナラ属アカガン亜属はアカガシ、アラ

カシ、ウラジロガシ、シラカシ、イチイガシなど含まれており、コナラ属ヨナラ亜属はコナラ、ナラ

ガシワ、 ミズナラ、カシワ、ウバメガシなど複数の種が含まれている分類群である。コナラ属は花柱

の形態からA・ Bに分類 し、Aは尖らずに柱頭に至るもので、Bは段を持って柱頭に至る分類群であ

る。コナラ属にはアカガシ亜属とコナラ亜属が含まれており、アカガシ亜属とコナラ亜属は殻斗から

容易に区別できるが、堅果のみでは困難である。

3.所見

法吉遺跡の平成12年度調査ではコナラ属Bが最も多く、コナラ属A・ アカガシ亜属 もほとんどの試

料から検出されている。カヤ・ トチノキ・ムクロジ 。エゴノキは少量ながら検出され、他にコナラ亜

属・フジ属・センダンなども検出されている。アカガシ亜属は常緑広葉樹で、カヤも常緑樹である。

このうちアカガシ亜属は照葉樹林の主要構成要素となり、カヤも構成要素となる。 トチノキ・ムクロ

ジ・エゴノキ・コナラ亜属 。センダンは落葉広葉樹で、 トチノキ・コナラ亜属はしばしば夏緑広葉樹

林を形成する主要高木である。 トチノキ 。エゴノキはしばしば谷問などのやや湿った場所に多くみら

れ、フジ属はつる性植物で林内や林縁に生育する。

以上のことから推定される古植生は、堆積地の上流ないしは堆積地周辺からさほど離れていない場

所には、アカガシ亜属を主要構成要素とする照葉樹林が広がっていたと推定され、林内にはカヤ・ム
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クロジ・コナラ亜属・センダンも散在的に生育していたと考えられる。また、自然流路周辺の比較的

湿ったところにはトチノキ 。エゴノキが生育し、林縁にはフジ属が繁茂していたと考えられる。

なお、今回の試料はいずれも選択的で偏ったものであるため、同定結果から導き出された古植生は

原植生のごく一部を示しているに過ぎないことを断っておきたい。

表 1 法吉遺跡出上の種実遺体一覧表

区地 類 群 ( 和名 / 学名 )分 部位 残存 個数

A区 メア1冷         / Torreya nucifera Sieb. et Zucc.

アカガシ亜属 /Quercus subgen,Cyclobalanopsis
コナラ属A /Quercus A
コナラ属B /Quercus B

ヨナラ属A―B /Quercus A― B

トチノキ   /Aesculus turbinata Blume

エゴ/′ キ     / Stvrax iaponica Sieb. et Zucc.

種子 完形  2
殻斗 完形  1
堅果 完形  2
堅果 完形  7

半分  1
堅果 破片  5
種子 完形  2

半分  2
核  完形  1

Btt B-01(自 然木堆積)

細粒砂

アカガシ亜属 /Quercus subtten.
コナラ亜属  /Quercus subgen,
不明        / unknown

Cyclobalanopsis

Lepidobalanus

1

1

多数

形

片

片

完

破

破

糾
誹
葉Btt B-01(自 然本堆積)

黒色砂層 (有機質多量に含む)

アカガシ亜属 /Quercus subgen.Cyclobalanopsis

コナラ属A /Quercus A
コナラ属B /Quercus B
コナラ属A―B /Quercus A― B

ムクロジ   /Sapindus Mukorossi Caertn,
エゴノキ  /Styrax japonica Sieb.et Zucc.

幼果 完形  1
殻斗 完形  2
堅果 完形  1
堅果 完形  31
堅果 破片  3
果実 完形  1
核  完形  1

F区 アカガシ亜属 /Quercus subgen.Cyclobalanopsis
コナラ属B /Quercus B

コリトラ属A―B / Quercus A― B

殻斗 破片  1
堅果 完形  18

半分  9
堅果 半分  34

破片 多数

Ftt F 01(ドングツ集中地区) アカガシ亜属 /Quercus subgen.Cyclobalanopsis
ヨナラ属A /Quercus A
コナラ属B /Quercus B

コナラ属A―B /Quercus A― B

イヌシラド     / Carpinus tshonoskii Maxim.

フジ属   /Wisteria
センダン     / Melia Azedarach L. var. Subtripinnata Miquel

ムクロジ   /Sapindus Mukorossi Caertn.
エゴノキ     / Styrax japonica Sieb. et Zucc.

殻斗 完形  13
堅果 完形  6
堅果 完形  50

半分  24
堅果 破片 多数

果実 完形  1
豆果 半分  2
核  完形  2

果実 完形  1
核  半分  1

F区 コナラ属A /Quercus A
コナラ属B /Quercus B

コナラ属A胡 /Quercus A B
ムクロジ       Sapindus Mukorossi Caert■ .

堅果 完形  1
堅果 完形  21

半分  6
堅果 破片  20
果実 完形  1

C区灰色砂層 コリトラ属A―B / Quercus A― B 堅果 破片  ll
C区 フジ属   /Wisteria 豆果 完形  1
C区 カ ヤ / Torreya nucifera Sieb. et Zucc.

アカガシ亜属 /Quercus subgen,Cyclobalanopsis

コナラ属B /Quercus B
コリトラ属A―B / Quercus A― B

トチノキ     /Aesculus turbinata Blume

ムクロジ   /SapiれduS Mukorossi Caertn.

種子 完形  2
幼果 完形  1
殻斗 完形  2
堅果 完形  8
堅果 破片  10
果実 破片  3
種子 半分  1
幼果 完形  2
果実 完形  1

その他 カ ヤ / Torreya nucifera Sieb. et Zucc.

Cyclobalanopsisアカガシ亜属 /Quercus subgen.
コナラ属B /Quercus B
コナラ属A―B /Quercus A― B

種子 完形

幼果 完形

堅果 完形

堅果 破片

1

1

1

1
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法吉遺跡出上の種実遺体

カヤ 種子

-l Cm

アカガシ亜属 殻斗
‐‐‐‐‐ l cm

ヨナラ属B堅果

-l Cm

トチノキ 幼果
■■■■■■‐ l cm

アカガシ亜属 堅果
‐‐‐‐‐ l cm

ヨナラ亜属 殻斗
‐‐‐‐‐ l cm

コナラ属B堅果
‐‐‐‐‐ l cm

アカガシ亜属 幼果

-l Cm

コナラ属A堅果
‐‐‐‐‐ l cm

フジ属 豆果
コ‐‐‐‐ l cln

アカガシ亜属 殻斗
‐‐‐‐‐ l cm

ヨナラ属A堅果
中 中 -l cm

センダン 核

-l Cm

エゴノキ 核
‐‐‐‐‐■l cm

鬱

命
　
一一

０

９

トチノキ 種子    15 ムクロジ 果実
■■■■■■‐ l cm                -l cm
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2 松江市、法吉遺跡における樹種同定

株式会社 古環境研究所

1.は じめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、その構造は年輪が形成 され針葉樹材や

広葉樹材で特徴ある組織をもつ。そのため、解剖学的に概ね属レベルの同定が可能となる。木材は大

型の植物遺体であるため移動性が少なく、堆積環境によっては現地性の森林植生の推定が可能になる。

考古学では木材の利用状況や流通を探る手がかりになる。

2.試料

試料は、沼状の湿地より自然木と共に出土 した木製品14点、板材 4点、杭 5点の合計23点である。

時期は古墳時代～ 9世紀を主体とするものである。

3.方法

カミソリを用いて試料の新鮮な基本的三断面 (木材の横断面、放射断面、接線断面)を作成 し、生

物顕微鏡によって60～ 600倍で観察 した。同定は解剖学的形質および現生標本と対比することで行っ

た。

4。 結果

結果を表 2に 、主要な分類群の顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定の根型となった特徴を記す。

ア カ マ ツ P滋熔 力 朋 οtt Sieb.et Zucc.マ ツ科 図版 1

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成され

る針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はやや急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁に著しい鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質よリアカマツに同定される。アカマツは、北海道南部、本州、四国、九州に分布する常

緑高木で、高さ40m、 径 2mに達する。材は重硬な良材で水湿によく耐え、広く用いられる。

ス ギ  9躍 rИ″力 」i2POηた
'DDon 

ス ギ 科                        図 版 2

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成 される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、 1分野に2個存在するものがほとんどであ
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る。樹脂細胞が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、10細胞高前後のものが多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よリスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑

高木で、高さ40m、 径 2mに達する。材は軽軟であるが強靭で、広 く用いられる。

ヒノキ 骸″陶θc/Pα riS・ οb彦

"∫
α Endl.ヒ ノキ科                      図版 3

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成 される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材部の幅はきわめて狭い。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は、ヒノキ型で 1分野に 2個存在するものがほとんどである。樹

脂細胞が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、10細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よリヒノキに同定される。ヒノキは福島県以南の本州、四国、九州、屋久島に分布する。

日本特産の常緑高木で、通常高さ40m、 径1.5mに達する。材は木理通直、肌目緻密で強朝、耐朽、

耐湿性も高い。良材であり、建築などに広 く用いられる。

コナラ属アカガシ亜属 2ク9rctt Subgen.o崩肋α肋刀ψdね ブナ科             図版 4

横断面 :中型から大型の道管が、 1～数列巾で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材であ

る。道管は単独で複合 しない。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列の放射組織 と大型の広放射組織からなる複合放射組

織である。

以上の形質よリコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチイ

ガン、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ30m、 径1.5

m以上に達する。材は堅硬で強靭、弾力性が強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

ヤブツバキ &脇9肋αブηοヵ,C,Lim.ツバキ科                     図版 5

横断面 :小型でやや角張った道管が、単独ないし2～ 3個複合 して散在する散孔材である。道管の

径はゆるやかに減少する。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は8～30本ぐらいである。放射

組織は平伏細胞と直立細胞からなる異性で、直立細胞には、大きく膨れているものが存在する。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で、 1～ 3細胞幅である。直立細胞には結晶を合み、大き

く膨れているものが存在する。

以上の形質よリヤブツバキに同定される。ヤブツバキは本)H、 四国、九州に分布する。常緑の高木

で、通常高さ5～10m、 径20～ 30cmで ある。材は強靭で、耐朽性が強 く、建築、器具、楽器、船、彫

刻などに用いられる。
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5。 所見

同定の結果、法吉遺跡より出土 した木材は、アカマツ5点、スギ15点、ヒノキ 1点、コナラ属アカ

ガシ亜属 1点、ヤブツバキ 1点であった。なお、このうちの板材 4点は全てスギであった。また、杭

5点は全てアカマツであった。最も多いスギは温帯域に広 く分布 し、湿潤地を好む高木である。アカ

マツは岩肌などの露出した他の樹木の入り込めないところに生育する。コナラ属アカガシ亜属とヤブ

ツバキは照棄樹林の主要構成要素で西南 日本の暖温帯に分布する。
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佐伯浩・原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.20-48.

佐伯浩・原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.49-100,

表 2 法吉遺跡における樹種同定結果

試料 結果 (和名/学名)

No61

No62

No67

No69

No70

No71

No72

No73

No80

No81

No83

No84

No85

No86

No108

Nol14

Nol15

Nol16

Nol18

Nol19

No120

No121

No122

木製品  スギ

木製品  ヒノキ

木製品  ヨナラ属アカガシ亜属

木製品  スギ

木製品  スギ

木製品  スギ

木製品  スギ

木製品  スギ

木製品  ヤブツバキ

杭    アカマツ

杭    アカマツ

杭    アカマツ

杭    アカマツ

杭    アカマツ

木製品  スギ

木製品  スギ

木製品  スギ

木製品  スギ

木製品  スギ

板材   スギ

板材   スギ

板材   スギ

板材   スギ

釣 クカ脇″

'α

′ηクο力た
'D.Don

C力ryp,ιc/P'7ね οう′クs,Endl.

2ク?″郷 Subgcn●をあう,′α力攣∫ね

Cr/Pヵ胞 万αブ守ク0カた
'D.Don

Cみ″力胞力αブとフο力た,D.Don

C9P,kク脇ιttα ンフOヵテι,D.Don

Cイッp皮)躍ιri2ブcpοカテθ,D.Don

C9P力躍ιttα ブηクοカテια D.Don

C朗?肋αブ宅pοヵた,Lirm

P,η舛 施 籍 ダοtt SiCb Ct Zucc.

P,η舛 溌 籍 ダοtt SiCb Ct Zucc.

P,η熔 溌 溶 ダοtt SiCb Ct Zucc.

P力熔 溌 籍 ァοtt SiCb et Zucc.

P力熔 所♂溶ヅοtt Sieb.et Zucc.

C9P力舵 ガ,ノηοガCρ D.Don

C9P力胞 ガρ′ηクοガCα D.Don

Cうクカ胞ガαノ留クοガC'D.Don

Cうクカ解ガ,プηクο力たρD.Don

C4/P力″θri'■韓ο力た
'D.Don

C4/P女ク胞9rip′宅pοヵた
'D.Don

Cう,ね腔 万,I呻0刀た
'D.Don

C4/P力脇θr''ブ宅pοガ∽ D.Don

鈎 ,力脇θ′力 Jippο ヵテεα D.Don

＼
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法吉遺跡の木材 I

鯉
横

組

肌

鶴

脚
横断面       :0.5mm 放射断面      :0。 lmm

l.配81 杭 マツ属複雑管束亜属

横断面       :0.2mm
2.配122 板材 スギ

横断面       :0.5nlnl
3.比62 木製品 ヒノキ

接線断面      :0.21nln

接線断面      :0.2mm放射断面      :0.lnull

放射断面      :0,05mn

―-38-―

接線断面      :0。 2mm



法吉遺跡の木材Ⅱ

横断面       :0.5mm 放射断面      :0.5mm
4.比67 木製品 コナラ属アカガシ亜属

横断面       Ю。5mm

5。 比80 木製品 ヤブツバキ

接線断面      :0.2mm

接線断面      Ю.2mm

放射断面      Ю.lmm
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表 3出 土 遺 物 観 察 表

解
一

層   位 種類 器  種 法 量 胎土 (石器・木器は材質) 色  調 調   整 備 考

I 砂 層 石 器 剥 片

長

　

厚
黒曜石 HueN 15/黒

2 B 黒色粘土層 (B層 ) 縄文土器 91・      I底 径)114 3 0mln以下砂粒やや多含 良珂 Hue2 5V 3/1黒 褐 ナデ、風化により不明 Rl溝中

3 B 砂層 縄文土器
走,24 201m以 下の砂粒含む 良月 Hue2 5Y 3/1黒 褐 鳳化 によ り不明

4 B 砂層 縄文上器
)26 20剛以下石英、長石含む 良月

外)Hue10YR 5/6天 褐 ニ

ナ

外

内
で只 条 農

5 B 砂 層 縄文土器 う43 3 0um以 下石英、砂粒含む Hue10VR 5/3に ぶい黄褐 風化により不明

6 F

`ド

ングリ焦痣40点 縄文土器 3 01dm以下砂粒含む ミ州 ‖ue10YR 6/6明 黄褐
)`二枚 貝条反

iゝ 十ギ

7 G 西壁・灰色粘質土 石 器 剥片

長
　
厚

黒曜石 HueN 15/黒

8 砂礫層 石 器 剥 片

さ
幅
さ

長
　
厚

黒曜石 HueN  1 5/提 罠

9 砂礫層 石 器 剥片

長

　

厚
黒曜石 HueN 15/黒

木製品 杭
長 )36 4

心持材 5方向に削 り

H
旧耕作土～

木製品 杭
,39 tj
)3 1 心持材 4方向に削 り

I 表土～旧耕土 上師器 整
口
熙

180(雑 歴 05～204m石 英、金・ 黒雲母、
艮堀

)Hue10VR 7/4に
Å 十ヽデ  ベ ラ営‖り

I 表土～旧耕土 須恵器 甕
)140(推 定 03～2011m石 要 、金雲母、 自・灰

貫郷 ‖ueN  4/、  6/ラて 邪,アア、槙ナア、Wlき 日文
内)構ナデ、当て具落

I 表土～旧耕 土 須恵器 妬 蓋
口
躍

と,lr 4(IEだ 0 5om以 下石英、白色砂粒含む
内Ⅲ構 ナデ 不市ナ面の什 卜1ギナ亨

I 表上～旧耕 士 須恵器 辱 身
口
聖

104(fE症
砂粒少含 貿珂 Hue10BG 6/1青 灰 横ナデ

I 表土～旧耕土 須 息 器
(墨 書 】 杯

70(推 冠 , 03m以 下石英、金雲母極少含 良月 ‖ueN 7/灰 自 柘本あり

17 I 表上～旧緋土 須恵器 不
03～2 0mm石 英、金雲 母、 自色砂

良珂 HucN 6/灰
内)仕上げナデ

I 表土～旧耕土 陶 器 すり鉢 ,HU(雁 だ
金雲母、自色砂粒少含 ミ珂

I 表土～旧耕土 鉄 器 鉄 片

さ
幅
さ

長
　
厚

Hじe75YR 3/4暗褐

I 第 1面精査 陶器 青磁
口
器

)不 明
)A6`推 市 |

乳白色砂粒多含 ミ珂 Hue10CV 3/灰 白

I 第 1面精査 土師器 甕 器高)30(推 定)
05～ 20m石 英 、 金 ・ 黒 雲 母 、
白・ 産・ ΠЛれ め 対 寡合 貫珂 ‖ue10YR 6/3に ぶい黄橙 内)ナ デ、ヘ ラ削 り

I 第 1面精査 須恵器 甕
頸 後 ,136(腰 だ 1 5mm前 後石英、砂粒少含 良珂 HueN 4/灰

I 第 1面精査 須恵器 塔 身
口
器 0 5mm以 下石英、自色砂粒少含 良珂 HueN 4/灰 外,

内)

一ア
デ

ナ

ナ 本市 ★尚 の什 卜1ザ チ,

I
1～ Z画 間 。上 層 土師器 甕

口
理

156(推 歴 05～ 20m石 戻、金雲母、 自・灰
良舛 Hue2 5Y 7/3浅 黄 横ナデ

I
1～ 2向 間・

(辰ILシ ルト～秦 ンルト 土師器 甕
Ｗ
輿

136(推 定 05～ 15剛石英、金雲母、 自・灰
良男 Hue2 5Y 7/3浅 黄 横ナデ、ナデ

I
1～ 2白 聞・

`″

Aシルト～蒸| ンルト 土師器 甕
)128(推 定 1 0mm以 下石英、金雲母、 自色砂約

良珂 Hue2 5Y 7/3浅 黄
外,槙ナ ア 、 縦 ハ ケ H

I
1～ 2面間・

土師器 甕
,lυ U(歴 だ

良珂
外,Hue10YR 5/3f
内)HuelovR 6/3`

ふ
メ

外,槙ナア、斜 めハケ ロ
内】構ナデ ヘ ラ削 り

I
I～ Z Hl同 °上層
r″

“

シルト～蒸協シルト 上師器 甕
日
毀

)Z24(確 足
)64 路薯▼

°II IIT・ 楽、金雲H、 日色砂
良珂 ‖ue2 5V 6/3に ぶい黄

外)槙ナデ、縦・斜 めハ ケ ロ
凸Ⅲ艦ナデ 繕ハケ 日 ヘ ラ酉‖め

【
1～ Z山間 。上 層
(灰 ■シルト～終lBンルト 土師器 杯 0 5dm以 下石英、金・黒雲母含む 良月 Hue2 5Y 7/2灰 黄 横ナデ

I
1～ 2向 聞・

(匡 ILシ ルト～落 ンルト 土師器 甑
184(推 定 05～2 01um石葵、金雲母、 自・ 灰

良 珂 ‖ue2 5Y 7/4浅 黄    1禽1事票:父9畜iτ
H

透孔1個

I
1～ 2面間・ 層

ル
上師器 高不 全 す。 良月 Hue2 5Y 8/3淡 黄

外雇 頸 l■展 、 ナ ラ
内】ナ デ

I
1～ 2面間・ 上層
イ

「
0シルト～よIRシルト 土師器 高 不 1011m以 下石英、金・黒雲母含む 良月

外川ue2 5Y 7/3浅 貢 外
丙

I
1～ Z山聞・ 止 層
(反 Aシルト～茶lBツ ルト 土師器 甑 (把手)

1 0dm以 下石英、金雲母、 自・灰・
良 月 Hue2 5Y 7/4浅 黄 指頭圧痕、ナデ

I
1～ 2面間・上層

`確 'シ

ルト～終協シルト 土師器 甑 (把手)
)48 Z υHmメ ドTH央、 盆 芸 母 、 日色紗 和

努合 良 月 Hue2 5Y 6/4に ぶい黄 指頭圧痕、ナデ、ハケロ

I
1～ 2面間・ 上層

須恵器 イ 蓋
つ まみ,6Z
器 高)25 0 51am以 下石英、自色砂粒少含 良月 HueN 6/灰        1貧 (鰹イ肇ヽ 冥整傘【裂イ

I
1～ Z画 向・ 上 層
(灰 Aシルト～紫褐シルト 須恵器 不蓋    1星讐(;5ぅ

2(雑圧0 5dm以 下自色砂粒極少含 良 男 ‖uo2 5Y 7/2灰 黄 横ナデ

I
1～ 2面 間・ 上層
イF缶 シルト～基協シルト 須恵器 小型壷

)94(推 定) 10m以 下石英、自色砂粒少含 良 月 Hue108G 6/1青 灰 ハ】結ナデ エ星痛 指前庁痛

I
1～ 2面間・ 上層

`「

Aシ ルト～な協シルト 須恵器 菱
預後,108
器高)61

1 0am以 卜ね 央 、 金 雲 母 、 日色 砂 和
良珂 貧十‖‖:ヽ :チ袴      1貧彊李票1甦畠昂番当て且痛

I
1～ Z画 間・ 上 層
(阪 Aシ ルト～疼格シルト 須恵器 養か壷 器 高)97 03m以 下石英、黒雲母、 自色砂杓

良 珂 HueN  5/E疋 横ナデ、ナデ

I
1～ 2向間 ｀

須恵器 高杯 器 高)23 1 011un以 下 石 英 、 金 雲 母 、 自色 砂 櫛
今 か 良 珂 Hue5Y 7/1灰 白

外
Å

I
1～ 2面問・ 下娠

須恵器 然
口

聖
,130(様 廷 10剛以下自色砂粒少含 良珂 ‖ueN 5/灰 外

丙
氏ナデ

I
(反

'シ

ルト～泰橘シルト 須恵器 イ
色,140(推 定 05～ 1 54uE白 色砂粒含む 良 郷 Huo5GY 6/1オ リーブ灰 横ナデ

I
1～ 2面間・ 下層

須恵器 皿      1贔 管|メ34(推
定05～2 51dm白 色砂粒含む 良珂 HuG10B6 4/1暗 青灰 横ナデ

I
1～ Z画 向・ 上 盾
(反Aシルト～泰lBシルト 須恵器 皿      1星讐(オ

5ュ8(推歴 1 0om以 下石英、自・灰色砂粒少含 良打
外)Hue5Y 3/1オ ツーブ黒

横ナデ

I
l～ 2画 問・上盾

`匠

Aシルト～疼協シルト 須恵器 不
日

理
色)122(推 定

砂粒少含 良 月 HueN 7/灰 自 横ナデ

I
1～ 2面間・ 上暦

`″

魯シルト～基協シルト 須恵器 郷
口往,141(frだ
器高)29 104」 R以 下砂粒極少含 良男 HucN 6/灰 横ナデ

I
1～ Z El向 。上 層
(灰

'シ

ルト～終lBシルト 須恵器 ラ下     1看ζぞヨ十1子,°
05～204m自 色砂粒含む 良 郷 HuoN 5/灰 横ナデ、ナデ

I
1～ 2画 問・上層

`圧

Aシルト～泰協シルト 須恵器 不
咀 E)94 10m以 下石英、自色砂粒少含 良 媚 Huo10BG 6/1青 灰 横ナデ、ナデ

〕
1～ 2面間・下層
イ恭梱

“

シル ト】 須恵器 不
底径)68(推 定)

器高)32 10m以 下石英、自色砂粒少含 不 良
外)‖ ue10VR 3/2黒 褐
内)日ue7 5YR 5/鵡匠

外)横ナデ、仕上げナデ
内)構ナデ、回転ヘラ削 り すデ
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層  位 種 類 器  種 法量 (clu) 胎土 (石器・木器は材質) 色  調 調  整 備考

I

1～ 2面間
(反とシルト～茶格ンルト 須恵器 郵

雀
言

底
器

132(推 定
32 1011m以 下石英、自色砂粒少含 良角

外)Hue7_5Y 5/1灰
内)HueN 6/灰

外)横ナデ
内)横ナデ、ナデ

I
1～ 2面間 ・ 上層
十″魯シルト～と協シルト 須恵器 跡

底 経 0 5Fun以 下石英、金雲母、 自色砂ヽ
良 婿

外)Hue5B 5/1青灰
λ Hゝi!。 1∩ v A/1匪 横ナデ

I
I～ Z画 間
(匡 Aシルト～泰褐シルト 須恵器 杯 器 高 )23 05～ 3 0mII自 色砂粒含む 良好 Hけe75YR 4/1褐灰 横ナデ、ナデ

I
1～ 2面間
(『

'シ

ルト～基協シル 須恵器 不
医径,108(推 厄 104m以下石葵、金雲母、 日色砂石

良好 Hue2 5Y 7/1灰自 ナデ

I
1～ Z向間・ 卜層
篠 褐角 シル ト)

須恵器 然
は
器 10剛以下石英、白・灰色砂粒少台 良好 Huc7 5VR 4/2灰 褐 ナデ 不庁方向の什LIfナ デ 柘本あり

I
1～ 2向間 。上層

`F■

シルト～療格シルト 須恵器 14N 1011m以 下石英、自色砂粒少含 良好 ‖ue2 5V 5/1黄灰
一ア
ギ

ナ

十
糸 切 り

拓本あり

I
1～ 2面間

`正

rLラ ルト～基協シルト 須恵器 郷 05～40m白・灰色砂粒含む 艮好
外 )Hue5Y 5/1灰 外)ナ デ、糸切 り

拓本あり

I
I～ Z薗 聞 。上盾
(康

'シ

ルト～盤褐シルト 須恵器 膵
器高)17 良好 ‖ue5Y 7/1灰 白 内)構 ナデ 不字方向の什 卜lfナ ラ 拓本あり

I
1～ 2面問 。上層
(灰色シルト～秦褐シルト

石 器 石 皿 ?
長さ

幅
厚さ

細粒アプライ ト質花闘岩
(後 期古第二紀、島根県東部に多 Hue10YR 3/2灰白 表)長 期間砥いだ使用痕

I
1～ 2面聞・下層
黒色有機質層直上

石 器 石 鉦

長 t

中
庫 :

流紋岩
(後 期古第二紀、または中新世)

Hue5Y 8/2灰 自 上下両端に加 工痕

60 I
1～ 2面間・上層
(灰色シルト～茶褐シルト

石 器 打製石鰍 幅
厚 さ

流紋岩 Hue2 5Y 7/1灰白
全体的に加工 し刃部を作る
裏)鉄 分付着

I
1～ 2面聞・下層
(茶褐色シル ト)

本製品 曲物容器 幅
厚さ

二方柾
スギ 加工痕

62 I
1～ 2面聞・ 上層
(灰 色シルト～茶褐シルト

木製品 曲物容器
長 さ

幅
柾
キ

方

ノ
ニ
ヒ

加工痕、切 り付けたような使用
痕

I
1～ 2面間・ 上層
(灰色ンルト～泰褐シルト

木製品 曲物容器
長 さ

幅
厚 さ

二方柾 加 工痕

I
1～ 2面聞・上層
(灰色ンルト～茶福ンルト 木製品 曲物容器

長 さ)269
幅 )47

厚 fk)o9
二方柾

加工痕、切り付けたような使用
痕

I
1～ 2面問・下層
黒色有機質層直上 木製品 曲物容器

長 さ)112
幅)27

厚 さ)04
柾 日 加 工痕

I
1～ 2面聞・ 下層
黒色有機質層直上 木製品 曲物容器

長 さ)132
幅)29

厚 さ)10
二方柾 力田工痕

I
1～ 2面間・ 下層
黒色有機質層直上 木製品 曲 物

さ
幅
さ

長
　
厚

二方柾
ヨナ ラ属アカガシ亜属

加工痕、穿孔1個

I

1～ 2面問
(灰色シルト～茶褐シルト

木製品
田下駄か
側板

長 さ)207
幅 )59

1軍 さ)13
柾 日 力阿工痕、穿子L2個

I

2面 (黒 色有機質層)

精査
木製品 田下駄

長 さ
幅

厚 さ
ス ギ

加工痕、穿孔2個

I
2面 (黒 色有機質層)

精査
木製品 田下駄

長さ
幅

庫ド
ス ギ 加工痕、穿孔2個

I
2面 (黒 色有機質層)

精査
木製品 田下駄

長 さ)416
幅 )102

匠 rk)13

二方柾
スギ 加工痕、穿孔1個

I
2面 (黒 色有機質層)

精査
木製品 田下駄

さ
幅
さ

長
　
匡

柾方
ギ

ニ
ス

加工痕、穿孔2個

I
2面 (黒 色有機質層)

精査
木製品

長 さ
幅

厚 さ

柾方
ギ

ニ

ス 加工痕、穿孔2僧

I
2面 (黒 色有機質層)

精査
石 器 剥 片

長 さ
幅

厚さ
硬質頁岩 ‖ueN 3/暗 灰

I
2面 (黒 色有機質層)

精査
石 器 剥片

長 さ
幅|

厚 さ|
黒曜石 HueN 15/黒

J
1面精査

上師器 ′甕
日径)296(推 定 10～ 1 51tH石 夷、金・ 黒雲母、

艮好 Huc2 5Y 7/3浅貢
外

'標
ア ア 、 縦・標・料 の ハ グ ロ

内 繕ヽナデ 十ギ ヘラ翫Iめ

77 」 一
膠

Ｊ
虚 須恵器 高 杯

4υ (IEだ
1 04un以下白色砂粒少含 良好 HucN 7灰 白 横ナデ

J
J-01付近精査
暗灰色シル ト

瓦

民さ
幅 良好 ‖ue2 5Y 6/1黄灰 ナ デ

J
1面精査
暗灰色シル ト

石器 打製石鍬
長 さ

幅:

庫 よ
流紋岩 Hue2 5Y 7/1灰 白 2/3以上刃部を作る

」 第 1面 木製品 木 錘

長 さ)139
幅)71

庫 占)73
心持材
ヤブツパキ 全面的に加 工痕

J J -02 木製品 杭 各)57 アカマツ 4方向に削 り 樹皮あり

J J ―Ol 木製品 杭
長さ,859

径 )6馬 1方向に削 り

J J-01 木製品 杭
長 さ)693 アカマツ 4方向に削 り

」 J -01 木製品 杭
客 |

アカマツ 4方向に削 り 樹皮あり

J J-01 木製品 杭
長 さ

アカマツ 4方向に削 り

」 J-01 木製品 抗
長 さ

客
アカマツ 3方向に削 り

J J ‐01 木製品 杭
長 3方向に削 り

J J-01 木製品 杭
長 さ,550

4方 向に削 り 樹皮あり

J
1～ Z向 同  包 宮 盾

弥生土器 無頚壺
後
一局

口
器

令 明
44(推 t) め 対 会 お 良 月 Hじe10YR 7/2にぶい黄橙

外 ,ナ ア 、 疑 凹 繰 X4条
内)結ナデ、郷めハケロ

J
1～ 2面問 包含層

弥生土器 霊
口径)不明
器高)25(推 庁)

1 51uln以 下石英、金雲母、 自・灰 ε
良舛 ‖ue10YR 5/4にぶい黄褐

外)擬凹線文5条、横ナデ
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層  位 種類 器  種 法量 (cFu) 胎土 (石器・木器は材質) 色   調 調   整 備 考

J
1～ 2面間 包含層
(黒ミ灰粘土 )

土師器 甕
日径)186(推 定
器高)62

10～ 151m石天 、金・ 黒雲母、
自・ 灰 色砂粒少合 良 角 ‖ue2 5Y 8/4淡 黄

外

丙 種享季:質今鏑F

J
～ 2面間 包含層

土師器 高不
径)112(推 定 υ bttI以 卜ね 央 、 盆 ・ 黒 雲 母 、 日・

げ 魯 れ 対 寡 全 良角
外川 ue2 5Y 4/Z噌 灰 束

内 構ハケロ

」
包 奮 層

峰十】
土師器 高杯

,96(薙 だサ
)60

1 0alm以 卜ね 天 、 金 雲 世 、 日 色 砂 石
良舛 Hue10YR 7/6明 黄褐

狩
内 チデ T旦痛

J
I～ 2面 i ]含層

】 土師器 不
口
器

124(権 足 1 0am以 下石英、金雲母少含 艮舞 Hue10VR 6/6明 黄褐 ナ デ

J
宮 層

;十
土師器 甕か壺

器高)45 良好 凸 ラ肖{り

J
1～ 2血聞 包宮層

`里
～灰給 十】 弥生土器 甕か壺 高)47

05～2 5fum石天 、黒雲母 、 日・灰
ミ好

外)Hue10yR 6/3に ぶい貢′ 外
汎

積ナア、ナデ

」
1～ 2面間 包 含層

須恵器 杯 蓋
口径,138(推 定 10剛以下金雲母、自色砂粒少禽 下良

外 ,Hue10YК  b/Z灰 亦
丙 HゝIi.1∩ vP A/1協 呼

外
丙

横ナデ、回転ヘ ラ肖1り
熊十ギ 不十 ナ占の什 トド十■

J
1～ Z画

“

包言盾
if) 須恵器 器高)49(推 奮

0511m以 下石英極少含 貫好
外 川 ueN 4/灰
内 )Hilρ N 7/灰 白

外
丙

」
1～ 2面 F 包宮層

iJ二 Ⅲ 須恵器 提 瓶
径)不明
嵩Ⅲ54`推 市

D51F以下石英 、金 雲母、 自色砂れ
ヽ良

外)Hue2 5Y 5/1貢 灰 外
丙

槙ナチ

J
1～ 2面間 包含層

須恵器 短頚壺
日径 )128(推 定 0 5Bun以 下石英、砂粒少含 良好

外川ue2 5y 8/ェ 灰 日
内)‖uc2 5Y 6/1苦 灰 内 結ナデ、当て具痕

J
l～ Z ttF 包奮層

1羽 須恵器 杯
底径,HO(確 定
器高)41

1 01umメ トね夷、金雲母、日色砂和
三角 HueN 6/灰 横ナデ、ナデ

J
1～ 2面F 包含層

須恵器 高郷
底径,103(推 定 10m以 下石英、金雲母、 自色砂和

ミ月 Hue5Y 7/1灰 自 横ナデ

J
1～ 2面問 包含層
(黒～灰粘土)

石 器 剥片
長 さ)163

幅)101
直 占)i6

硬質頁岩 Hue5B 5/1青 灰 部分的に刃部作る

J
1～ 2面聞 包含層
(黒～灰粘土)

石 器 局部磨製石斧
長 さ,132

幅)54
厚 さ)34

ffE粒 アプ ライ ト質花 同岩
(後 期古第二紀、島根 県東 部 に多

く産出)

表

裏
6/2灰 オ リープ
8/2灰 白

こう打痕
表)下部に研磨痕

J
1～ 2面間 包含層
(黒～灰粘土)

石器 剥 片

さ
幅
さ

長
　
厚

硬質珪質頁岩 HueN  4/ラ て

」
1～ 2面問 包含層
J-01周 辺

石器 剥 片

長 さ)82
幅)66

厚 さ)13

流紋岩
(中 期中新世)11合・久利累層、ま

たは隠岐アルカ リ火山岩類)

Hじe25Y8/1灰 自

J
1～ 2面間 包含層
(黒～灰粘土)

石 器 剥片
長さ)87
幅)77

匡さ)15
硬質頁岩 Huo5PB 4/1暗 青灰

J
1～ 2面間 包含 層
(黒～灰粘 土 )

木製品 人形 ?
長さ)210
幅)29 柾目

スギ 加 工痕、上部に切 り込み

」 2面 (黒色有機質層) 土師器 高郭
囁後,90 ”

蛤
Ｌ
め 良売 Hue10YR 6/4に ぶい黄橙

外
内

縦ハ グ 日、― フ磨 き、 ナテ
ヘ ラ営1り 、結ハ ケ ロ、ナデ

J 2面 (黒色有機質層) 上師器 高14N 器高)63 10m以 卜る 英 、 金 ・ 黒 雲 母 、 日・
良夷

外川 むe10YR 5/2灰 貢 偶
透子と1個

111 J
2向 (黒色 荷機 質 盾
未 製 品 124″ 供 伴

土師器 甕
日径,136(催 厄 2_Ol■m以下石英、金・ 黒雲母 、 自・

良角 Hue10YR 7/2に ぶい黄橙
外 )ナデ

112 J 2面 (黒色有機質層) 石 器 打製石鍬
長 さ)172

幅)103
庫 占】20

極細粒軽灰質砂岩 HueN  4/うて 調整はあるが粗雑

J 2面 (黒色有機質層) 石 器 石鏃未製品
長さ)41

幅)20 黒曜石 2/3以 上刃部を作 る

1 J 2面 (黒 色有機質層) 木製品 田下駄
魔 S,381

幅 )242 板目
スギ

加工痕、表裏 とも削 り、穿孔4

個

1 J 2面 (黒色有機質層 ) 木製品 田下駄
長 さ)290

幅)260
厚 さ)16

ロ
ギ

板

ス
加工痕、穿孔4個

J 2面 (黒色有機質層) 木製品 田下駄
長 さ)265

幅)179
庫 さ)26

ロ
ギ

柾
ス

加工痕、穿孔4個

11 J 2面 (黒 色有機質層) 木製品
さ
幅
ｋ

与
（
　

画
二方柾 加工痕、穿孔2個

J 2面 (黒色有機質層) 木製品 田下駄
長 ,32 2

)104
)25厚

二方柾
スギ 加工痕、穿孔3個

J 2面 (黒色有機質層) 木製品 板 材

長 さ,775
幅)103

厚さ)23
ロ
ギ

柾
ス

加工痕

J 2面 (黒色有機質層) 木製品 板材
長さ)819
幅)106

ロ
ギ

柾

ス
加工痕

J 2面 (黒色有機質層) 木製品 板材
長さ,96 1

幅)135
厚 さ)25

柾方
ギ

ニ
ス

加 工反

」 2面 (黒 色有機質層) 木製品 板 材

長 さ,970
幅)95

厚 さ)28
二方柾
スギ 加 工痕

J 2面 (黒色有機質層) 木製品
長さ)267

幅)55
厚 さ)27

加工痕、穿孔1個

J 2面 (黒 色有機質層) 木製品 板材
長 さ)458

幅)147
厚 さ)16

柾 目 加 工痕

※ 石材の銭定は澤田順弘先生 (島根大学)、 木材の樹種同定は古環境研究所の分析結果による。
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